経営者インタビュー(事例研究編)【株式会社ネクステック】望まれたM&Aで事業承継を成し遂げた関係創造型の治道家社長 by unknown
はじめに
テレビ朝日「激レアさんを連れてきた。」的なラベ
リングで恐縮であるが、2018年9月15日（土）、千葉
商科大学創立90周年記念事業の一環として開催さ
れた「CUC社長サミット」で出会った社長を紹介し
たい。サミット開始直前に会場入りした筆者が着席
し汗を拭っていると、隣に着座していた方より自己
紹介のご挨拶を頂いた。礼儀をわきまえた話し方と
人当たりの良い笑顔が印象的で、会社名と業務内
容を手持ちのタブレットを示して説明してくれた。
これが今回紹介する山梨 周（やまなし しゅう）社長
（以下山梨）との出会いであった。
2代目社長かと思ったが、自己紹介を頂いたとき
に「学生時代から社長になると決めていた」という前
向きな言葉と「日本の事業承継の問題に関わった社
長就任のストーリー」に「治道家2」の育成を人間形成
の基本理念としている千葉商科大学が1,300人以上
の社長を生み出している根源を見たような気がした。
1．日本の企業数と事業承継の現状
日本の企業数は2009年から2014年の5年間で420
万者から381万者に減少した（図表1）。その内訳は、
小規模企業が41万者の減少、中規模企業が2万者の
増加、大企業は横這いであり、圧倒的に小規模企業
が大きく減少している。中小企業診断士として経
営者と話す機会は多いが、経営者の高齢化が進む
状況下であっても事業承継を経営課題として認識し
ている経営者は極めて少ない。この状況は「1995年
の経営者年齢のピークが47歳であったのに対して
INTERVIEW
社長プロフィール
社長山梨 周（やまなし しゅう）氏は
1994 年にエスアールジータカミヤ㈱１
（以下 SRG タカミヤ）に新卒で就職し、
2014 年に SRG タカミヤが協力会社で
あるアサヒ工業㈱の全株式を取得後に同
社に出向して代表取締役社長に就任し
た。2 年後の 2016 年には SRG タカミ
ヤのグループ会社である㈱ SN ビルテッ
ク・大阪支店との営業統合を行い業容の
拡大を図ると同時に、社名を「株式会社
ネクステック」と改めた。この社名には、
提案力、技術力をさらに磨き、次世代の
商品（工法）開発へと繋げていきたいと
いう思いが込められている。（ネクステッ
ク社ホームページより抜粋）
山梨  周社長
経営者インタビュー （事例研究編）
【株式会社ネクステック】
望まれたM&Aで事業承継を成し遂げた
関係創造型の治道家社長
1　足場や型枠などの仮設機材のレンタル・販売・施工を主な事業とし、国内のみならずアジアにも展開している東証一部上場企業。
2　大局的見地に立ち、時代の変化を捉え、社会の諸問題を解決する高い倫理観を備えた指導者。
図表１　規模別企業数の推移
出所：2018年中小企業白書を筆者加工
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2015年の経営者年齢のピークは66歳となっており
経営者年齢の高齢化が進んでいるといえる」（図表2 
2018年中小企業白書第2部第6章）という記述とピタ
リと一致している。
事業承継のパターンは、①親族内承継、②親族外
承継（従業員等）、③親族外承継（第三者＝事業の譲渡・
売却・統合（M&A））の3つしかない。事業承継の第一
歩と言える「誰に事業を引き継ぐのか」という課題を明
確にしなければどの選択肢に進むのかさえ決めること
が出来ず、第4の選択肢「廃業」を選ばざるを得ない事
態が生じる。また、後継者を決めて社長の座を譲った
だけでは会社が健全に存続することは出来ず、先代社
長が培ってきた見えない資産（知的資産）をキチンと引
き継ぐ必要があるが、親族内に人材が見つけられない
場合は会社のDNAを持つ従業員に引き継ぐという選
択肢が生まれる。それが上手くいかなければ事業の譲
渡・売却・統合（M&A）となるが、雇用の維持だけに
止まらず自社のステークホルダーへの対応も考えて決
断することが重要である。換言すれば、今までサービ
スや原材料を提供・授受していた顧客の業務フローを
途切れさせてはならないのである。
中小企業の事業承継は20年前では親族内承継が9
割を超えていたが、足下では6割にまで減じてきて
いる（図表3）。これは、会社を社会の公器として捉
えて地域の雇用や活性化、サプライチェーンとして
の役割を優先して考えることが親族内でも受け入れ
られ、従業員への事業承継やハゲタカのイメージが
強いM&Aに対する抵抗感が少なくなっている表れ
と考える。山梨がサプライチェーン上の協力会社を
M&Aでグループ会社化し、当社に出向する形で社
長に就任したという話を聞き、サプライチェーン内
の事業承継が実現していることに喜びを感じたので
ある。
2．千葉商大時代
「瑞穂祭に行かれていますか？」インタビューの
冒頭で千葉商大の学園祭のことを聞かれた。山梨は
体育会所属部の活動全体を統括する体育会本部の本
部長（体育会会長）に就任した時、各部同士のつなが
りやコミュニケーションを強化していくことに力を
注いだ。具体的には、新入部員を対象としたフレッ
シュマンキャンプ、そして各部のキャプテンを対象
としたリーダーズキャンプである。新入部員やキャ
プテン同士のネットワークやコミュニケーションの
深耕は、愛校心を育むための重要なツールとして現
在も継続して行われている。フレッシュマンキャン
プやリーダーズキャンプは他校でも行われている
が、その思いは体育会に留まらず学園祭にまで及び、
瑞穂祭を盛り上げるために体育会所属部に呼び掛け
て積極的に参加したのである。また、これ以外には
バーベキュー大会を企画して食材やビールは大学生
協の協力を得るなど大学側とのパイプ役となること
も進んで実行した。バーベキュー大会の体育会本部
の運営スタッフにはお酒は一滴も飲まず運営に専念
することを周知し、大会終了後には打ち上げを実施
して運営スタッフに対する気遣いについてもキチン
と行っていた。体育会所属各部のコミュニケーショ
ンの深耕と体育会本部スタッフへの気配りは、愛校
心を醸成する本部長としての任務を的確に理解し、
実施する原動力となっていた。また、在学中には実
現しなかったけれどもという前置きがあったが、体
育会所属部が校内合宿を行える合宿所の提供を大学
側と折衝を続けていたことは、大学生協に対して
バーベキュー大会への協力依頼を折衝していたこと
に加えて、外部との折衝に関しても責任者としての
役割を果たしていた。体育会本部の本部長の活動で
図表２　中小企業の経営者年齢の分布
出所：2018年中小企業白書を筆者加工
図表３　パターン別事業承継の推移
出所：2018.12 .16 中小企業向け事業引継ぎ検討会（第１回）
　　　資料３事業引継ぎの現状と課題
26 中小企業支援研究
EXECUTIVE INTERVIEW
の「人の役に立ちたい」という強い思いが、①体育会
の共通目標を明らかにし、②体育会全体のコミュニ
ケーションを取り、③協働意識を醸成する、という
組織成立の3条件3を見事に実現させることとなり、
組織のリーダーとしての在り方をこの時期に学んで
いたと考えられる。
3．社会人としてのキャリアと社長の言葉
1994年山梨はSRGタカミヤに就職し、配属先の大
阪機材工場ではレンタル資材の管理を担当した。山
梨はここで1年勤務した。その時に当時の社長の話を
良く聞いたが、その中で「社長を目指せ」という創業社
長の言葉が、学生時代から強く心に刻んでいた「社長
になる」という思いと一致していたことが印象に残っ
ていた。社長の言葉を励みに翌年の久喜センターの
新設に合わせて工場長として赴任し、千葉や静岡へ
の営業拡大に合わせたレンタル資材の効率的な運用
や組織の統制を積極的に行った。2001年に北陸新幹
線の工事に伴い北陸出張所の責任者として4000坪の
ヤードを任され、経営と向かい合う機会を得たのが
29歳。3年後に北陸営業所を新設した時には所長に就
任して北陸新幹線の高架部の工程を担当した。2007
年には東北支店の副支店長に就任し、在任中に東日
本大震災復興のための港湾工事も行った。
4．アサヒ工業㈱との出会い
北陸新幹線の高架の下部工4や港湾工事に重要な
役割を果たしていたのが、SRGタカミヤの協力会
社としてステンレス製型枠をレンタル提供していた
㈱ネクステック前身のアサヒ工業㈱である。建設用
コンクリート型枠は木製が主流であるが、アサヒ工
業は、コスト削減、仕上がりの精度向上、工期の大
幅短縮に加え、環境に優しく安全で職人数の軽減化
を図り、仕上がりの美しさがセールスポイントとな
る「オリジナルのステンレス製型枠」を展開した。山
梨は自社の仮設機材とアサヒ工業のステンレス製型
枠を組み合わせた商品を他社との差別化ツールとし
て顧客への営業を拡大して行った。一方で、山梨と
タッグを組んで仕事を続けていたアサヒ工業の杉本
社長は、自社の事業継続について悩みを持っていた。
自社オリジナルの鋼材型枠を次世代につなぐための
入口となる「後継者問題」であった。
山梨の人間的魅力と統率力に触れるたびに「山梨を
自社の後継者に」という思いが高まった杉本社長は、
SRGタカミヤに対する事業の譲り渡しという方法を
選択し、連結子会社となった暁には親会社からの出
向という形式で山梨を社長として迎え、自身は会長
として山梨を補佐することで事業承継に成功した。
5．社長就任
新入社員の頃から指導的立場での経験を積み、
SRGタカミヤの創業社長に導かれるように社長に
なったと言う山梨であるが、社長に就任した初年度
にアサヒ工業の労働環境や財務状況の実情を知って
会社の立て直しには時間が掛かると覚悟した。現場
では3S活動、5S活動を開始すると同時に、稼働率
が全く不明であった資材にコードを付与してデータ
化することから着手した。事務所と工場間の連絡が
手書きの伝票とファックスでの連絡であったものを、
工場では伝票を出力するだけで済むよう改善を実行
した。更に、入出庫、在庫管理、加工・整備の情報
を手書きからデータ化することで事務作業の効率化
とコストの管理が可能となり、生産性の見える化を
実現することで業績向上に直結することとなった。
これらの取組みは労働環境の改善にも繋がることと
なり、足下で盛んに言われている「働き方改革」を先
取りしていたことになる。アサヒ工業での改善が3年
で完了したことは社員と会長の協力の賜物と山梨は
言うが、筆者は、山梨が学生時代に「人の役に立ちた
い」という思いを基調にしたリーダー気質と、経営者
の観点を持って業務に従事していたことが、組織成
立の3条件をバランスよく成立させていたと考える。
6．今後の抱負
一般公募で決まった型枠の名称「弁慶」はローコス
トで工期を大幅に短縮し、更にエコで安全な工法と
足場を組み合わせることで他社と差別化する商品と
なるが、2018年には建設工事から建築工事へと新市
場に進出（図表4）する等でブルーオーシャンを模索
し続けている。SRGタカミヤは既に海外拠点を持っ
3　Chester Irving Barnard, 1886-1961年
4　高架部の橋の部分を造る工程で、地中で橋を支える"基礎"と"橋脚"を据え付ける工事。
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ているが、山梨はネクステックとして海外に打って
出るという野望を持っている。更に、人材の多様性
に対応して社員が辞めない職場にすること、また60
歳以上の社員が働ける職場にすることと同時に若者
を積極的に活用していきたいと力強く述べたが、山
梨自身は「一番の楽しみは営業」と語った。理由は「悩
みのヒントを頂けるから」と明るく語る関係創造型経
営者の今後が楽しみである。
おわりに
親族外承継のパターンは「従業員等」「第三者」の2つ
（図表5）であるが、デメリットに挙げられる①後継者の
資金力、②個人債務保証の引継ぎ、③買い手の選択
の3つが大きな壁となっていると考えられ、資金調達や
信用保証に関する課題を解決する必要がある。
中小企業における経営の承継の円滑化に関する法
律（事業承継円滑化法）は、「相続税の課税について
の措置」、「民法の特例」、「金融支援」の三本柱で支
えられている。金融支援に関しては、中小企業信用
保証の拡大に加えて、日本政策金融公庫法及び沖縄
振興開発金融公庫法の特例で代表者個人に対して株
式・事業用資産の買収資金、相続税・遺留分滅殺請
求への対応資金、等の調達を支援し、また後継者不
在等による企業買収への融資を実施している。個人
債務保証の引継ぎに関しては「経営者保証に関する
ガイドライン」が制定されている。ここで、山梨が
杉本社長の肝煎りでアサヒ工業に転職してから親族
外承継で事業を引き継いだとしよう。先代の協力を
得ることでステークホルダーの理解を得やすいが、
通常のサラリーマンには株式や事業用資産等を取得
するための資金が無い。会社の貸し付けを受ける、
または金融機関から資金を調達することが必要とな
るが、会社の資金繰りの悪化や住宅ローン以上の借
入れに対して家族の同意が得られるかが問題とな
る。更に、会社の債務に対する経営者保証を提供す
るとなると、家族の同意を得ることが益々難しくな
るため事業承継が不調となることが懸念される。
本事例の場合は、SRGタカミヤが全株式を取得し
て連結子会社とした後に山梨を出向させていることで、
株式や事業用資産の引取り資金や個人保証を山梨が
負う必要が無くなる。更に、先代経営者は株式の売却
金を受け取り、SRGタカミヤは自社の強みとアサヒ工
業の独自商品を結合させることで既存市場・新市場に
イノベーションを起こすことが可能となる、Win－Win
の関係を築いた。このように、サプライチェーン内の
M&Aは相手を探す時間が節約され、相互に満足する
事業承継が実現する。
事業承継は当社だけを対象として考えるのではな
く、地域内の他社との繋がりやサプライチェーン内の
繋がりまでを承継の対象に広げることで経営者や後
継者候補個人に負担を掛けることなくスムーズに事業
承継が出来る、という筆者の考えを明らかにする好事
例である。しかしながら、今回の「CUC社長サミット」
で山梨と出会い話を聞くことで、後継者には関係性を
創造する力が重要であることを改めて認識した。筆
者が企業診断の際に経営者や従業員の方々と接する
際にはこの点にも着目し、また、後継者教育の点でも
関係性を創造する力を向上させるようなアドバイスや
指導を意識するよう心掛けたいと考えている。
■インタビュア
青木靖喜……  千葉商科大学経済研究所客員研究員
 千葉商科大学非常勤講師
 中小企業診断士
図表４　ステンレス製型枠「弁慶」
出所：2018 .3 . 29 ネクステック報道資料
図表５　親族外承継のメリット・デメリット
出所：平成30年度版事業承継支援マニュアルより 筆者加工
■会社概要
商　　号……… 株式会社ネクステック
事業内容……… 土木・建築用仮設機材の販売およびレンタル
設　　立……… 1986年12月8日
資 本 金……… 2千5百万円
年　　商……… 6億7千万円（H30.3月期）
従業員数……… 25名（男性18名、女性7名）
本　　社……… 大阪市北区大深町3-1グランフロント大阪
タワーB27階
　　　　　　　　東京営業所、東北営業所、伊賀工場、奈良工場
U R L……… http:www.nex-tech.jp/
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